８　第３箱式棺（主体５号）
第３箱式棺　　　　　　第2箱式石棺の北約５.３メートルのところにあった。主軸と同じ方向で、長さは５５センチ、
石棺の規模　　　　　巾２２センチ、深さは１８センチ以上のもので、発見のときは蓋石もなく側壁だけであった。こ
乳児の埋葬に使わ　　の小型棺は両側とも１枚石、前後は２枚石で組まれていた。側壁に立てかけるように埋められて
れたものか　　　　　いた板石が、もとの蓋石かと思われる。生後６ヶ月以内のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(えい),嬰)児の埋葬したものらしい。いわゆる「無服之殤」である。内部には土がつまっていて遺品は何もなかった。こういう無服之殤は舎人の藤津、北条の土下、三朝町山田で見かけたことがある。１度蓋石をよそった後、また土をかぶせたらしい。これは表土の下２０センチのところにあった。
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